相談班

【主な活動内容】　各種相談窓口の設置


	活動の展開



□　避難者や地域の被災者が利用できる相談窓口を、時期やニーズに合わせ開設する。

□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

□　各種相談窓口を設置する

要配慮者の相談窓口、女性のための相談窓口
・　被災者のニーズを把握し必要な対策につなげるために、要配慮者のための相談窓口、女性のための相談窓口などを設置する。

生活再建支援の相談窓口
・　応急仮設住宅入居申込みや、応急資金貸付制度等のための各種手続き、また、就労に向けての相談窓口を設置する。
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	【ポイント】窓口の設置にあたっては、以下のことに配慮する
ア　専門的な相談に応じられる専門職の派遣や巡回相談の実施を市災害対策本部に要請する。
※　心のケアに関すること　→　こころのケアチーム
※　保健・医療・福祉的相談　→　ホームヘルパー、介護支援専門員、カウンセラー
イ　相談時には、プライバシーを確保できるスペースを用意する。
ウ　女性の相談には女性が応じられるよう、男女両方の相談員を置くよう努める。
エ　障害者の特性に応じたコミュニケーションを確保するため、支援ボランティアの派遣を災害対策本部に要請する。
オ　相談窓口の設置や巡回相談の開催情報は、避難者だけでなく指定避難所以外の地域の被災者にも伝達し、地域の全ての被災者が機会を利用できるよう留意する。
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